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成
長
戦
略
の
中
核
は
「
女
性
の
活
躍
」

「
女
性
の
活
躍
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」
と
い
っ
た
言

葉
を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行

な
ど
、
日
本
経
済
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
大
き
な
変
化
に
直
面
し

て
お
り
、
旧
来
の
考
え
方
や
組
織
体
制
の
ま
ま
企
業
が
戦
い
続

け
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
一
つ
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
多
様
な
人
材
を
登
用
す
る
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
、
中
で
も
女
性
の
活
用
な
の
で
す
。

政
府
も
「
女
性
の
活
躍
」
は
国
家
戦
略
上
の
重
要
な
テ
ー
マ

と
考
え
て
お
り
、
安
倍
首
相
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
「
女
性
の
活
躍
」
を
据
え
、
経
済
界
を
後

押
し
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
女
性
の
採
用
・
登
用
を
積

極
化
す
る
企
業
が
増
え
て
お
り
、
中
で
も
理
系
人
材
が
多
く
活

躍
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
、
I
T
、
イ
ン
フ
ラ
、
建
築
と
い
っ
た

業
界
は
も
と
も
と
男
性
社
員
の
比
率
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
女
性
が
働
き
や
す
い
制
度
改
善
や
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
理
系
女
性
に
と
っ
て
は
多
様
な

キ
ャ
リ
ア
を
選
択
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

本
当
の
意
味
で
の
“
機
会
均
等
”
に
向
け
、

本
格
化
す
る
女
性
の
活
用

1
9
8
6
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

女
性
の
活
躍
の
場
は
増
え
て
き
た
と
は
い
え
、
現
在
で
も
社
員
・

役
職
者
の
女
性
比
率
は
均
等
と
は
言
い
難
い
の
が
実
情
で
し
た
。

日
本
に
お
い
て
管
理
職
に
就
く
女
性
の
比
率
は
海
外
と
比
較
し

●図1　国別管理職・役員における女性比率

日本経済が期待しているのは“女性の力”

理系女性の
活躍フィールド
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て
も
低
く
、
欧
米
の
約
4
割
に
対
し
て
日
本
は
約
1
割
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
会
社
役
員
に
お
け
る
女
性
比
率
は
さ
ら
に
低
く
、
欧

米
の
平
均
が
11
％
に
対
し
て
日
本
は
1
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。（
※
図
1
）

し
か
し
、
そ
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
が
女
性
の
活
用
を
明
言
し
、
管
理
職
の
女
性
比
率
・

人
数
を
目
標
設
定
す
る
な
ど
積
極
的
に
女
性
を
登
用
す
る
動
き

が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

日
立
製
作
所
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
競
争
力
を
高
め
て
い
く

た
め
に
は
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
、
そ
の
一
つ
と
し
て
2
0
2
0
年
度
ま
で
に
女
性
管
理
職
を

現
状
の
2
・
5
倍
と
な
る
1
、0
0
0
人
を
目
指
す
と
い
う
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、「
女
性
活
用
」
に
お
け
る
明

確
な
目
標
を
掲
げ
、
社
内
の
環
境
整
備
や
意
識
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
で
本
腰
を
入
れ
始
め
て
い
る
企
業
が
増
え
て
い
る
の
で

す
。（
※
図
2
）

女
性
が
活
躍
す
る
企
業
は

業
績
も
好
調
？

経
済
が
右
肩
上
が
り
の
時
代
、
企
業
は
共
通
し
た
属
性
の
社

員
を
集
め
て
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
邁
進
し
て
い
く
ほ
う
が
効

率
的
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組

み
が
複
雑
化
し
、
消
費
者
の
志
向
が
多
様
化
す
る
昨
今
に
お
い

て
は
、
変
化
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
力
や
多
様
な
価
値
観
に
よ

る
発
想
力
が
企
業
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
然
で

す
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
ユ
ー
ザ
ー
の
半
数
は
女
性
。
製
品

の
企
画
・
開
発
の
場
面
な
ど
で
、
女
性
の
視
点
を
は
じ
め
と
し

た
多
様
な
発
想
・
観
点
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

実
際
、
女
性
活
用
に
積
極
的
な
企
業
ほ
ど
業
績
が
い
い
と
い

う
調
査
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
21
世
紀
職
業
財
団
が
実
施
し
た

「
企
業
の
女
性
活
用
と
経
営
業
績
と
の
関
係
に
関
す
る
調
査
」
で

は
、
5
年
前
と
比
較
し
て
女
性
管
理
職
が
増
え
た
企
業
と
減
っ

た
企
業
の
売
上
指
数
は
大
き
な
差
が
つ
い
て
お
り
、「
女
性
の
能

力
発
揮
促
進
や
管
理
職
登
用
が
進
ん
で
い
る
企
業
ほ
ど
業
績
は

良
い
」
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
理
系
女
性
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。「
こ
の
仕
事
は
男
性
ば
か
り
だ
か
ら
」「
こ

の
業
界
は
女
性
の
働
け
る
環
境
が
整
っ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
先
入
観
を
持
つ
こ
と
な
く
、
興
味
を
持
っ
た
業
界
・

企
業
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
新
し
い
キ
ャ

リ
ア
の
可
能
性
が
拓
け
る
は
ず
で
す
。

日立製作所	 2015年度までに女性社員を役員登用
	 	 2020年度までに女性管理職を1,000人に（2012年度比2.5倍）

日産自動車	 2017年4月までに女性管理職比率を10％に

JT（日本たばこ産業）
	 女性マネジメント職比率を2018年に5％、

	 	 2023年に10％を目指す

野村證券	 2005年に25名だった女性管理職が2014年は262名に（実績）

第一生命保険	 2016年までに女性管理職比率を20%に

野村総合研究所	 2022年度までに上級専門職の女性比率を2014年度比2倍

●図3　女性社員の活用と経営業績の関係例

●図2　女性管理職比率の目標値を掲げている企業の一例

女性の能力発揮促進の
取り組みに関する自己評価

5年前と比較した
女性管理職比率の変化

出典：21世紀職業財団「企業の女性活用と経営業績との関係に関する調査」より
（※）5年前の売上を100とした場合の現在の売上高

進んでいる	 111.5

ある程度進んでいる	 112.9

あまり進んでいない	 106.8

進んでいない	 97.8

大幅に増えた	 173.7

やや増えた	 110.9

現状維持	 102.6

やや減った	 93.1

大幅に減った	 83.5

自社の評価	 売上指数（＊）
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出産や育児に関する制度の有無や充実度を重視して企業を
チェックしている女子学生は多いですが、それだけでは十分と
は言えません。企業の担当者に出産・育児休暇の有無について
質問している方をしばしば見かけますが、出産・育児休暇はす
べての企業に法律で義務付けられている制度です。（企業に
よって休暇を取得できる期間の違いはあります）
それよりも重要なのは、その企業内で制度がどれくらい活用
されているかという実態です。せっかく制度が整えられてい
ても、実際に利用している社員がいなければ意味がありませ
ん。出産・育児休暇を取得後に復帰して活躍している女性の人
数・比率や具体的なエピソードまで聞くことができれば、その
会社で働くイメージが見えてくるはずです。

混同しやすいのですが、女性が“活躍できる会社”と“働きや
すい会社”がイコールとはかぎりません。女性にとって居心地
は良いものの任される仕事は補助的な業務が多いという企業
もありますし、その一方で仕事はハードながらも評価に関し
ては全く平等という企業もあります。
あなたがビジネスパーソンとしてキャリアをしっかり歩んでい
きたいのであれば、「性別にかかわらず重要な仕事を任せても
らえるか」「責任あるポジションに女性が登用されているか」
といった実態をしっかり見極める必要があります。女性の活躍
の度合はデータだけでは見えてこない部分も少なくないの
で、OG訪問をするなどして、先輩女性社員の話を聞くこと
をおすすめします。

「女性がキャリアを考える際に意識すべきことは？」

「出産や育児をしながら働き続けられる会社はどうやって見つければいい？」

「女性にとっていい会社ってどんな会社？」

本格的に就職活動が始まる前に、皆さんが考えておくべきことや

知っておくべきことは少なくありません。

このページでは、理系女性がキャリアや仕事について

抱く疑問についてお答えします。

理系女子キャリアの疑問

 1

 2

出産・育児をしながら
長く働ける会社を探すために、
確認すべき点は？

女性が活躍できる会社って、
どんな会社？

CHECK

CHECK
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女性はライフイベントによって仕事に割ける時間が少なくなる
可能性があります。ですからキャリアを築いていくうえで、な
るべく早い段階で仕事の基盤を作り、実績を残すことが重要と
いえます。とにかく目の前の仕事にしっかり取組み、一定の評
価を得て、会社や組織にとって価値のある人材になることで、
キャリアの選択肢は増えるはずです。
ワーキングマザーの多くは産休復帰後に「仕事の効率を強く意
識するようになった」と言っています。「限られた時間でいか
にして成果を上げるのか」を強く意識して仕事に取り組んでい
るのですが、休暇を取得する前に基盤を作っていなければこれ
を実行するのは難しいといえるでしょう。

結婚、出産、育児など女性には様々なライフイベントがあります
が、いずれも不確定な要素が大きいことも事実です。
例えば結婚は良いパートナーと出会えるだけでなく、生活スタ
イルや価値観を共有できなければ、家庭に入ることは難し
くなります。
さらに近年では雇用の流動性が増しておりパートナーの雇用
が一生安定しているとも限りません。
ですから、女性自身もキャリアをしっかり考えることは欠かせ
ません。自分自身のキャリアや仕事としっかり向き合うこと
が、将来の可能性を広げることにつながるはずです。

女性だけに限ったことではないのですが、自分はどんな人生を
歩みたいのかを真剣に考えることが欠かせません。「グローバ
ルに活躍できるプロフェッショナルを目指す」「地元でワーク
ライフバランスを重視して過ごす」—生き方は十人十色、正
解はありません。しっかり自分自身と向き合い、その目的を実
現できそうな環境を見つけてください。
とはいえ、将来像を明確に描けない方も少なくないでしょう。
そんな場合はできるだけ社員と肌の合う会社、女性が活躍して
いる会社を選ぶことで将来の選択肢を増やすことができるで
しょう。実際に働き始めてから仕事や生き方に対する考えが変
わっていくのはごく自然なことです。社会に出ていろんな人や
価値観と触れ合う中で目指すべき姿を見つけてください。

 4

 3

 5

女性が長期的なキャリアを築く
ために意識すべきことは？

就職活動に臨む前に
考えるべきことは？

CHECK

CHECK

CHECK

将来は結婚して家庭に入ろう
と考えているので、キャリア
についてあまり考えなくても
大丈夫でしょうか？


